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Carumonamの 複雑性尿路感染症 に

対す る臨床的検討
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広島大学医学部泌尿器科学教室

児玉光人 ・桝 知果夫 ・奥谷卓也

厚生連尾道総合病院泌尿器科

単環 性 β-lactam抗 生 物質 で あ るcarumonamを 複雑 性尿 路感 染症12例 に投与 し,臨 床

効果 を検討 した。投与 量 は1日1～2gで,効 果 の判 定 はUTI薬 効 評価 基準 に従 って,5日

間投 与 終 了後 に行 った。12例 に つ い ての 結 果 は,著 効3例(25%),有 効4例(33.3%),

無効5例(41.7%)で 有効率 は58。3%で あ った。

安 全性 に関す る検討 で は,自 他覚 的 副作用 として血 尿 を1例 に認 めた。 また 臨床検 査成

績 で は2例 にお いて一 過性 の肝 機能 検査 値 の異常 化 を認 めた。

は じ め に

Carumonam(CRMN,AMA-1080)は 単 環 性 β-

lactam抗 生物質sulfazecinの 基本骨格 を種 々に化学 修

飾することによって得 られた新 しい抗生物質であるb。

われわれは本剤の有効性 ならびに安全性を検討 する目

的で,12例 の複雑性尿路感染症に対 する治療 を行 い,評

価を試みたので報告する。

1.投 与 の対象 および 方法

対象 は広 島大学 医学 部附属 病 院泌尿 器 科お よび尾

道総合病院 泌尿器 科 にお け る入 院患 者 で,54歳 か ら

80歳 まで の男子10例,女 子2例,計12例 の いず れ

も尿路 に基礎 疾患 を有 す る複 雑性 尿路 感染 症例 で あ

る。男子 は中間尿 な らび にカ テー テル尿,女 子 はカ

テーテル尿 を採取 し,そ の定 量培 養法 によ って細菌

数が104/ml以 上 を認 め た もの で あ る。疾 患 の 内訳

は,慢 性複雑性 膀胱 炎11例(う ち カテー テル 留置4

例),慢 性複雑性 腎孟 腎 炎1例 で あ った。基礎 疾 患 に

ついてみ る と,前 立 腺肥 大症6例 ,前 立腺癌2例,

膀胱腫瘍2例,腎 嚢胞1例,尿 管 腫瘍1例 で あ った。

投与方 法 はCRMNを0.59ま た は1g朝 ・夕1日2

回,点 滴 静注(5%糖 液250m1に 溶解)し,連 続5日

間の投与 を行 った。 投与 前後 で尿検 査,尿 中細 菌定

量培養法 を行 い,副 作用 につい ては,本 剤 に基 づ く

と思われ る ア レル ギー症 状 に留意 す る と ともに,治

療 に伴 う末梢 血液 像,血 小 板,肝 機 能 お よび腎機 能

の変 動 を検討 した。臨床 効 果 はUTI研 究 会 の複 雑 性

尿路 感染 症 に お ける薬効 評価 基 準2)に よ り判 定 した。

II.結 果

1.臨 床成 績

複 雑性 尿路 感 染症 に対 す るCRMN使 用 に よ る治

療成 績 をTable1に 一 括表 示 した。

1)膿 尿 お よび細菌 尿 に対す る効果

治 療 に よる膿尿 の推 移 は正常 化3例(25%),改 善

1例(8.3%),不 変8例(66.7%)で あ った。細 菌尿

で は陰性 化6例(50%),減 少1例(8.3%),菌 交代

1例(8.3%),不 変4例(33.3%)で あ った(Table

2)。

2)疾 患病 態群 別治療 効果

疾 患病 態群 別 に みる と,第1群 が4例,第6群 が

5例 と最 も多 く,次 いで第4群 の2例,第2群 の1例

の順 で,疾 患病 態 群別 有効 率 は第1群 を除 くと50%

～100%で あ った(Table3)。

以 上 か ら臨 床 効 果 を判 定 す る と,著 効3例(25

%),有 効4例(33.3%),無 効5例(41.7%)で あ

り,著 効 と有 効 を合 わ せ て58.3%の 有 効 率 を み た。

3)細 菌学 的効 果

治 療 前 に 分 離 し 得 た 起 炎 菌 は18株 で,

Pseudomonas aeruginosa が5株 と最 も多 く,次 いで

Enterococcus faecalis 3株, Staphylococcus
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Table 2 Overall clinical efficacy of CRMN in complicated U.T.I.

Table 3 Overall clinical efficacy of CRMN clasified by type infection

epidermidis Enterobacter, Proteus mirabilis 2株

が み られ た。投 与後 の菌 消失率 は グラム陰性 菌 の場

合Paeruginosaの60%を 除 けば他 の菌株 は100%

で あ った。 一 方 グラ ム陽 性菌 の消 失率 はEfaeoalis

の66.7%,S.epidermidisは50%で あ った(Table

4)。

本剤投 与後 に新 た に出現 した菌 は,E.faecalis 4

株 あ った(Table 5)。

4)副 作 用

自他覚 的副作 用 として本剤 との 関連性 は不 明 であ

った が1例(No.10)に 本剤 投与終 了時 に血尿がみ ら

れた。 膀胱 鏡検査 で は異常 は認 め られ ず,何 ら処理

す る ことな く1週 後 に は消 失 した。

臨床検 査 成績 で本剤 の投与 と関連 性が ある と考え

られ る異常 化 として1例(No.11)にGOT,1例(No.

12)にGOT, GPTの 軽度上 昇 がみ られた。 いずれ

も一 過性 で何 ら処 置 す る こ とな く1～2週 間で正常

化 した(Table 6)。
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Table 4 Bacteriological response to CRMN in complicated U.T.I.

* Persisted: Regardless of bacterial count

Table 5 Strains* appeared after CRMN

treatment in complicated U.T.I.

* Regardless of bacterial count

III.考 案

単 環性 β-1actam系 抗 生 物 質 で あ るCRMNは グ

ラム陰性菌 に対 し強 い抗 菌 力 を有 す るが,グ ラム陽

性菌,嫌 気性菌 に は抗菌 力 は弱 い1)今 回我々 の臨 床

的検 討 では複 雑性 尿 路 感染 症 でUTI薬 効 評 価 基 準

に合 致 した12例 の 有効 率 は58.3%で あ った。 カ テ

ーテルの有無 に よ る臨床 効 果 をみ る とカテ ー テル留

置症例 が4例(33.3%)で その有 効率 は25%で あ っ

たが,カ テー テル非 留置 症例8例(66.7%)で はそ

の有効 率 は75%と カ テー テ ル留 置 症 例 に比 較 して

良好 な臨 床 効果 を示 した。 カテ ー テ ル非 留 置 のP

aerugznosa検 出例3例 は す べ て 著効 な い し有 効 で

あった ことは,特 筆 すべ き こ とと思 われ る。 細菌 学

的効 果 をみ る とグ ラム陽性 菌5株 で は3株(60%)

が 消失 した のみ で あ った が,グ ラム陰 性 菌13株 中

11株(84.6%)が 消失 と高 い消 失率 を示 した。比 較

的多 く分 離 され た治療 に難 渋す るPaeruginosaで

も60%の 消 失率 であ った。また投与後 出現菌 は4株

認 め られ たが すべ てE.faecalisで あ り,本 剤 の抗 菌

スペ ク トル を反映 した成 績 で あ った。

自他 覚 的副作 用 と して は本剤 との関連性 が は っ き

り しなか ったが血 尿が1例 に認 め られ た。 また臨床

検 査 値 の異 常 変 動 と して は12例 中2例 に軽 度 で は

あ るが一過 性 のGOT,GPTの 上昇 が認 め られ,本

剤 との関連 性 が否 定 で きなか った。 この こ とか ら本

剤 の 安全性 につ いて は,一 層の検 討 が必 要 と思わ れ

る。
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Twelve patients with complicated urinary tract infection were given carumonam at a daily dose of
1g or 2g by i. v. drip infusion for 5 days, and following results were obtained.

Clinical results were excellent in 3 (25%), moderate in 4 (33.3%), and poor in 5 (41.7%), with an
efficacy rate of 58.3%.

Bacteriological efficiency was 75%.
No side effects were not observed except elevated values of GOT, GPT in two cases, and hematuria

in one.


